
令和４年度赤穂中学校キャリア教育のまとめ 

上伊那教育会 キャリア教育委員会 

 赤穂中学校 

１ はじめに 

キャリア教育とは、子ども・若者がキャリアを形成していくために必要な能力や態度の育成を目標とする教育

的働きかけである。そして、キャリアの形成にとって重要なのは、自らの力で生き方を選択していくことができ

るよう必要な能力や態度を身に付けることにある。したがって、キャリア教育は、 子ども・若者一人一人のキャ

リア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な能力や態度を育てることを目指

すものである。自分が自分として生きるために、「学び続けたい」「働き続けたい」と強く願い、それを実現させ

ていく姿がキャリア教育の目指す子ども・若者の姿なのである。これらのことをふまえ、平成 23 年に中央教育

審議会はキャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを

通して、キャリア発達を促す教育」と定義した。        （『文部科学省 キャリア教育』より抜粋） 

キャリア教育が目指す「自立」と４つの基礎的汎用的能力が以下のように示されている。 

基礎的汎用的能力 

１ 人間関係形成・社会形成能力 

２ 自己理解・自己管理能力 

３ 課題対応能力 

４ キャリアプランニング能力 

これらの能力の育成のために、赤穂中学校では次のように、学年・学級ごとにキャリア学習を進めてきた。 

●令和４年度総合的な学習の時間年間指導計画（年度当初案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、計画当初のような活動ができなかったものもあったが、別の形

をとることで子どもたちの基礎的汎用的能力の育成を図ってきた。 



２ 実践報告 

◎1 学年『職場体験事前学習～職業適性調べ・職場体験ガイダンス～』 

①ねらい 

社会に出ることの意味を考えはじめた生徒たちが、調べ学習や聞き取り調査、事業所などの現場で実際に体

験したり働く人々と接したりすることを通して、自己理解を深め、働くことの意味に気づき、進路選択の手が

かりとするため。 

②学習の内容・様子（生徒学習カードより） 

  職場体験学習に向けて、１学年では次のような推進計画で学習を実施している。「ベネッセ教育情報サイト

職業適性検査」の結果も踏まえつつ、自分のやりたい職業と適性のある職業（やれそうな職業）について調べ

学習を行い、学習カードにまとめた。 

 

  ・１学年キャリア教育推進計画 

 日程 内容（・教師、○生徒） 時間 

１

学

年 

12 月 

 

１月中旬 

○道徳資料「私が働く理由」による学習 

○「ベネッセ教育情報サイト職業適性検査」による自己理解学習 

○「仕事調べ」による、興味のある職種・職業調査 

１ 

１ 

１ 

１月中旬 

１月下旬 

 

 

２月上旬 

２月中旬 

２月下旬 

 

３月上旬 

・事業所へ受け入れ可否等の問い合わせ 

〇職場体験学習ガイダンス 

○職場体験場所一覧の配布 

○「事業所調べ」による、近隣事業所の調べ学習 

・受け入れ可能事業所の一覧作成 

○職場体験学習職種希望調査 

・調査取りまとめ、体験事業所の決定 

○グループ打ち合わせ会①・自己ＰＲ書の作成 

・事業所への職場体験学習希望生徒の依頼通知 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

２

学

年 

４月 

 

５月連休 

５月中旬 

 

当日 

６月上旬 

〇事業所とのやりとりによる、打ち合わせ日時の決定 

・体験学習を行う上での心構えや礼儀作法の事前学習 

○事業所への訪問と打ち合わせ 

○グループ打ち合わせ会②、持ち物・交通手段・マナー確認、調べ学習 

・学習のまとめ、生徒用お礼状のテンプレート作成 

○職場体験学習 

○職場体験学習のまとめ、お礼状の作成 

・お礼状の送付 

１ 

 

 

１ 

 

２日 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪生徒学習カードの紹介≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎２学年『キャリアフェスティバル in 赤穂中～ふるさとの産業に出会い、ふるさとの文化に触れ、ふるさとで活

躍している人々の姿に学ぼう～』 

①目的 

（ⅰ）キャリア学習として 

日常生活の中で得られる様々な経験（キャリア）を生かして、自立を目指し、自分らしい生き方を考える力をつ

けていく。また、生徒一人一人が夢や自分の将来について大まかな見通しをもつことができるようにする。 

（ⅱ）職業学習として 

「人はなぜ働くのか」という問いに迫ろうとする生徒たちが、事業所などの職場で働く人からのお話を聞いたり、

職業の体験をしたりすることを通して、自己理解を深め、働くことの意味を実感し、進路選択の手がかりとする。 

②当日の様子・生徒の感想 

 上伊那で働いている様々な職種の方を講師として、講座を開いていただいた。生徒は１人３講座を周り、体験

や質疑応答を含むキャリア学習を通して学びを深めることができた。 

今年度は、駒ヶ根東中学校と合同で行う予定だったが、コロナウイルス感染症拡大によって開催そのものがで

きなくなってしまった。しかし、生徒の学習の機会の確保のため、本校独自に講師に依頼することで実現ができ

た。生徒が意欲的に当日までの準備を進めたり、当日のブース準備・進行・片付けを行ったりするなど、充実し

た活動となった。 

＜キャリアフェスティバル各ブースの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪生徒感想・まとめ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎３学年『進路学習』 

「自分が自分らしく輝ける進路選択」をテーマに進路学習を実施してきた。本年度の 3 年生は 2 年次２月と 3

年次 4 月に進路指導主事によって、3 年次６月、11 月に担任によって計４回のガイダンスを行った。2 年次のも

のは、3 年生になる心構えと受験の概要説明、4 月は合否に決め方やこの 1 年頑張ることについて、６月は入試

に関する詳しい説明（相関図の説明など含む）と体験入学に関わること、11 月は試験の詳しい日程や推薦入試に

関わることといったように、大まかな見通しを持つことや時期に合わせて的確な情報を生徒が得られるように学

習を実施した。早い段階で、進路についての意識付けをすることや、どんな生徒を高校が求めているのか、合否

の判定はどのように決められるのか情報を与えることで、生徒の取り組みも積極的なものになったと考えられる。

なお担任によるガイダンスでは進路指導主事が作成した学習内容、指導内容を事前に確認してから用いることで、

足並みを揃え過不足のない指導ができるようにした。 

 

★高校卒業後の人生も見据えた進路学習 

 テーマ「自分が自分らしく輝ける進路選択」の実現のために、志望校合格をゴールにするのではなく、その先

を見据えて人生設計を考えることで、第一志望の高校に合格できず別の高校になっても“自分の未来に向かって

頑張れる生徒”の育成を目指した。そのために様々な場面で「自分の夢」や「なりたい自分」、「その達成のために

はどんな進路があるのか」など、高校卒業後のことも見据えて考える活動を行うことで、視野を広げることを意

識付けしてきた。このような進路学習を行ったことで、例年以上に複数の高校の体験入学に参加する生徒が多か

ったり、第 2、第３志望の理由も具体的に書くことのできる生徒の姿があったりといった成果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪２年次進路学習の感想≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習プリントから》 

・めんどくさいことも毎日コツコツ少しずつやっていこうと思った。 

・日々の家庭学習に取り組んだりテスト勉強も親に言われてとかじゃなく、自分の意思で取り組む。 

・サボり癖の改善 ・脱ダラダラ生活 

・あと１年もあるから勉強とかも頑張っていきたい。 

・時間はまだあるけど、油断しない。９教科の授業にしっかり取り組む。 

・何かしらの検定を受けようと思いました。 

・できなくても諦めない。 

・「過去は変えられないけど未来はいくらでも変えられる」この言葉を聴いて今から真剣に勉強しよ

うと思った。 

・自分をアピールするために積極的にいろんなことに取り組んでいきたい。どんなに小さいことでも

一生懸命取り組んでいきたい。 

・面接があった時に自信を持って言えるようなことをつくっていきたい。 

 

 



≪３年次１１月の進路学習の感想≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★現役高校生の声を聞く進路講話 

 昨年度キャリア教育の課題と展望にも挙げた「先輩の話を聞く」ことが本年度は多くの高校に実施していただ

くことができた。7 月に行った進路講話では、現役高校生に学校生活の様子や、卒業後の進路について語ってい

ただいた。年齢の近い先輩がいることで、例年よりも活発な質疑ができ、アンケートでは高校の先生方からも良

い意見をいただくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の課題と展望 

 4 つの能力の育成のため、各学年の特色あるキャリア教育を行ってきた。高校生の先輩や地域の社会人といっ

た、身近な人から直接“キャリア”を学ぶことで、人生観や仕事のやりがいについて深く考えることができている。 

 ３年生の進路学習については、本年度の成果を生かし、現２年生も２月に第１回進路ガイダンスを実施した。

それによって、２年生は１年後の自分を見据えて考えはじめている生活記録の記述や学習への取り組みの意識向

上が見られるようになってきた。来年度の３年生での進路学習も長いスパンで考えるものと、数ヶ月後に行うこ

との見通しが持てるようなものの２本柱でやっていく予定である。 

来年度も今年度の学習の取り組みをブラッシュアップし、生徒の基礎的汎用的能力の向上を図っていきたい。

そのために、自己理解を深め、これからの人生について“自分で”選択をし、選択をした進路に責任を持てるよう

な生徒の育成が図れるようなキャリア教育を計画・実施していく。 


